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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 1,947 △22.2 △92 － △67 － △78 －
2026年３月期中間期 2,504 △0.1 257 △32.2 272 △34.7 202 △27.1

(注) 包括利益 2027年３月期中間期 △20百万円( －％) 2026年３月期中間期 154百万円(△54.8％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 △15.37 －
2026年３月期中間期 39.53 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、2026年３月期中間期については潜在株式が存在していないため

記載しておりません。2027年３月期中間期については１株当たり中間純損失であり、また、潜在株式が存在してい

ないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 9,047 5,874 64.9
2026年３月期 8,904 5,945 66.8

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 5,874百万円 2026年３月期 5,945百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2027年３月期 － 0.00

2027年３月期(予想) － 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 4,009 △18.8 △126 － △89 － △103 － △20.22

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 詳細は、添付資料10ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 5,111,600株 2026年３月期 5,111,600株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 －株 2026年３月期 －株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 5,111,600株 2026年３月期中間期 5,111,600株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想等の将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や設備投資の持ち直しなどを背景に、緩や

かな回復基調で推移いたしました。一方で、中東情勢に伴う資源価格の変動や物価上昇による家計・企業活動へ

の影響に加え、自然災害や金融資本市場の変動など、先行きについては引き続き注視を要する状況となっており

ます。

海外経済においては、人工知能（AI）関連投資の拡大などが経済活動を下支えする一方、中東情勢の影響によ

るエネルギー輸入国等への下押し圧力もみられ、国・地域によって景気動向にばらつきが生じました。また、物

価上昇圧力や地政学的リスク、金融市場の変動などを背景に、世界経済の先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

当社事業セグメントに関連の深い再生医療業界においては、国内で再生医療等製品の新規承認や適応拡大な

ど、実用化に向けた動きが進展する中で、特定細胞加工物等の微生物学的安全性に関する指針の改正や再生医療

等の適切な提供に係る自己点検の要請など、安全性及び品質確保に向けた取組みが進められました。中国におい

ても、2026年５月に生物医学新技術の臨床研究及び臨床応用に関する管理条例が施行されるなど、関連制度の整

備が進みました。こうした制度動向を踏まえ、細胞培養用培地や細胞加工の品質・安全性を確保するとともに、

各国の規制に適切に対応することが重要となっております。また、中国からの訪日客数が、日本への渡航控えや

日中間航空便の減便などを背景に、前年を大幅に下回る水準で推移しており、当社の取引先医療機関では、日本

国内で自由診療として細胞治療を受ける中国からの患者数も減少するなど、関連需要に影響がみられました。

このような経営環境のもと、当社グループは再生医療関連事業の拡大に取り組むとともに、培地製品の拡販、

細胞加工受託案件の獲得及び生産効率の向上に努めてまいりました。組織培養事業においては、中国における条

例施行を受け、現地顧客医療機関で細胞治療の提供が滞ったため、中国向けOEM培地の販売が計画を大幅に下回

りました。微生物事業は売上高が概ね計画どおりに推移いたしました。細胞加工事業では、細胞加工関連製品及

びその他売上高が計画を上回った一方、受託売上高は計画を下回り、受託売上原価が受託売上高を上回るなど、

受託業務の採算面に課題が残りました。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は1,947百万円（前年同期比22.2％の減少）となり、営業損失は92

百万円（前年同期は257百万円の利益）、経常損失は67百万円（前年同期は272百万円の利益）、親会社株主に帰

属する中間純損失は78百万円（前年同期は202百万円の利益）となりました。

なお、各セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

（組織培養事業）

当中間連結会計期間における組織培養事業は、再生医療及び細胞治療分野の研究開発活動の継続を背景に、研

究開発用途の細胞培養用培地の受注が拡大した一方、細胞治療用途及び中国向けOEM培地の販売は計画を下回り

ました。

主力製品である自社ブランドKBM培地では、研究開発用途の受注が拡大した一方、日本国内で自由診療として

細胞治療を受ける中国からの患者数の減少により、細胞治療用途の売上高が計画を下回りました。また、中国向

けOEM培地についても、同国における条例施行の影響により売上高が計画を大幅に下回りました。特に、連結子

会社である高金生物科技（上海）有限公司（以下、高金上海）では、中国における規制の強化に伴い、一部クリ

ニックの診療・細胞治療サービスが停滞したことを背景に、OEM培地需要が減少し、売上高が計画を下回りまし

た。こうした高金上海の販売低迷を含む中国向けOEM培地の売上高減少が、事業全体の売上高を押し下げる主な

要因となりました。

この結果、売上高は920百万円（前年同期比28.2％の減少）、セグメント利益（営業利益）は262百万円（前年

同期比47.6％の減少）となりました。

（微生物事業）

当中間連結会計期間における微生物事業は、製薬企業等の品質試験に使用される産業用途の細菌検査用培地の

売上高が計画を上回りました。一方、インフルエンザおよび新型コロナウイルス感染症の感染者数が低水準で推

移したことを背景に、抗原検査キット製品の売上高は計画を下回りました。培地製品および仕入商品の販売が抗

原検査キット製品の計画未達を補完し、事業全体の売上高は概ね計画どおりに推移いたしました。

この結果、売上高は617百万円（前年同期比10.0％の減少）、セグメント損失（営業損失）は31百万円（前年
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同期は36百万円のセグメント損失）となりました。

（細胞加工事業）

当中間連結会計期間における細胞加工事業は、事業全体の売上高が計画を上回った一方、受託売上高は計画を

下回りました。

幹細胞関連では、近年細胞加工の委受託契約を締結した医療機関からの受託が伸び、受託売上高は計画を上回

りました。一方、がん免疫療法関連及びその他細胞の受託売上高は計画を下回りました。細胞加工関連製品、及

びその他売上高が計画を上回り、事業全体の売上高を下支えしたものの、受託売上原価が受託売上高を上回り、

受託業務の採算面に課題が残る結果となりました。

また、当社の取引先医療機関では、日本国内で自由診療として細胞治療を受ける中国からの患者数が減少して

おり、関連する細胞加工受託需要に影響がみられました。こうした状況のもと、当社は国内医療機関向けの受託

案件拡大に取り組んでおり、特定のインバウンド需要への依存度低減を図りながら事業基盤の強化に取り組んで

おります。

この結果、売上高は409百万円（前年同期比23.6％の減少）、セグメント損失（営業損失）は59百万円（前年

同期は75百万円のセグメント利益）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

① 財政状況

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は4,517百万円となり、前連結会計年度末に比べ248百万円増加いたし

ました。これは主に、売上高の減少により受取手形及び売掛金が67百万円減少したこと、及び消費税の還付によ

る未収消費税等の減少によりその他流動資産が123百万円減少した一方で、長崎新工場の建設や本社等の老朽化

設備の更新をはじめとする今後の成長投資に備え、新規借入金の実行及び、社債を発行したこと等により現金及

び預金が422百万円増加したことによるものであります。

また、固定資産は4,527百万円となり、前連結会計年度末に比べ108百万円減少いたしました。これは主に、持

分法投資利益30百万円の計上等により投資その他の資産が12百万円増加した一方で、減価償却費の計上により建

物及び構築物等の有形固定資産が122百万円減少したことによるものであります。

この結果、当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ142百万円増加の9,047百万円となりま

した。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は2,617百万円となり、前連結会計年度末に比べ247百万円増加いたし

ました。これは主に、設備投資の債務支払いによる未払金の減少によりその他流動負債が58百万円減少した一方

で、新規借入金の実行により短期借入金が300百万円増加したこと、及び新規社債の発行により１年内償還予定

の社債が32百万円増加したことによるものであります。

また、固定負債は555百万円となり、前連結会計年度末に比べ34百万円減少いたしました。これは主に、新規

社債の発行により社債が68百万円増加した一方で、１年内返済予定の長期借入金への振替により長期借入金が75

百万円減少したこと、及びリース債務の振替等により、その他固定負債が19百万円減少したことによるものであ

ります。

この結果、当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比べ213百万円増加の3,172百万円となり

ました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は5,874百万円となり、前連結会計年度末に比べ70百万円減少いたしま

した。これは主に、為替影響により為替換算調整勘定が58百万円増加した一方で、親会社株主に帰属する中間純

損失78百万円の計上、及び配当金の支払い51百万円によるものであります。
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② キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

422百万円増加の2,909百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において営業活動の結果獲得した資金は253百万円（前年同期比51百万円の収入増加）と

なりました。これは主に、税金等調整前中間純損失67百万円（前年同期は税金等調整前中間純利益273百万円）、

仕入債務の増減額30百万円（前期同期比43百万円の減少）、利息及び配当金の受領額18百万円（前期同期比27百

万円の減少）等があった一方で、法人税等の還付額50百万円（前年同期はなし）、未収消費税等の増減額113百

万円（前年同期比121百万円の増加）、また売上債権の増減額75百万円（前年同期比105百万円の増加）、未払消

費税等の増減額54百万円（前期同期比93百万円の増加）の計上があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において投資活動の結果支出した資金は116百万円（前年同期比401百万円の支出減少）と

なりました。これは主に、製造用設備等の有形固定資産の取得による支出112百万円（前年同期比395百万円の支

出減少）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において財務活動の結果獲得した資金は246百万円（前年同期は219百万円の資金支出）と

なりました。これは主に、短期借入金の返済による支出300百万円（前年同期比200百万円の支出減少）、及び当

中間連結会計期間における配当金の支払額51百万円（前年同期比69百万円の支出減少）の計上があった一方で、

短期借入れの実行による収入600百万円（前年同期比100百万円の収入増加）及び社債の発行による収入97百万円

（前年同期はなし）があったことによるものであります。

（３）連結業績予想等の将来予測情報に関する説明

2027年３月期の通期業績予想につきましては、本日（2026年11月12日）公表いたしました「通期連結業績予想

及び配当予想の修正（減配）に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,486,185 2,909,057

受取手形及び売掛金 594,838 527,614

電子記録債権 87,578 87,526

商品及び製品 294,693 259,060

仕掛品 109,076 75,257

原材料及び貯蔵品 468,048 541,831

その他 240,333 116,886

貸倒引当金 △12,595 △168

流動資産合計 4,268,157 4,517,065

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,880,678 1,812,771

土地 849,099 849,099

その他（純額） 1,068,421 1,013,392

有形固定資産合計 3,798,198 3,675,263

無形固定資産 18,927 20,202

投資その他の資産 819,112 832,001

固定資産合計 4,636,239 4,527,468

繰延資産

社債発行費 - 2,594

繰延資産合計 - 2,594

資産合計 8,904,397 9,047,129
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 117,007 96,642

電子記録債務 66,678 63,961

短期借入金 1,500,000 1,800,000

1年内償還予定の社債 - 32,000

1年内返済予定の長期借入金 150,000 150,000

未払法人税等 21,195 18,773

賞与引当金 70,281 69,979

その他 444,153 385,890

流動負債合計 2,369,315 2,617,246

固定負債

社債 - 68,000

長期借入金 225,000 150,000

退職給付に係る負債 46,995 49,101

資産除去債務 55,184 44,982

その他 262,721 243,467

固定負債合計 589,901 555,551

負債合計 2,959,217 3,172,798

純資産の部

株主資本

資本金 1,253,984 1,253,984

資本剰余金 1,153,134 1,153,134

利益剰余金 3,393,412 3,264,451

株主資本合計 5,800,530 5,671,570

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,906 3,959

為替換算調整勘定 140,742 198,800

その他の包括利益累計額合計 144,648 202,760

純資産合計 5,945,179 5,874,330

負債純資産合計 8,904,397 9,047,129
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 2,504,480 1,947,314

売上原価 1,491,859 1,318,441

売上総利益 1,012,620 628,873

販売費及び一般管理費 754,967 721,785

営業利益又は営業損失（△） 257,653 △92,912

営業外収益

受取利息 2,441 2,258

受取配当金 151 151

受取賃貸料 5,618 11,618

持分法による投資利益 45,969 30,634

その他 1,036 5,186

営業外収益合計 55,216 49,849

営業外費用

支払利息 19,225 21,665

支払手数料 1,504 501

支払補償費 14,634 -

その他 5,492 2,370

営業外費用合計 40,856 24,536

経常利益又は経常損失（△） 272,013 △67,599

特別利益

補助金収入 11,694 -

特別利益合計 11,694 -

特別損失

固定資産除却損 10,014 -

特別損失合計 10,014 -

税金等調整前中間純利益又は
税金等調整前中間純損失（△）

273,693 △67,599

法人税等 71,641 10,953

中間純利益又は中間純損失（△） 202,051 △78,552

親会社株主に帰属する中間純利益又は
親会社株主に帰属する中間純損失（△）

202,051 △78,552
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） 202,051 △78,552

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 313 53

為替換算調整勘定 △48,330 58,057

その他の包括利益合計 △48,016 58,111

中間包括利益 154,035 △20,441

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 154,035 △20,441
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は
税金等調整前中間純損失（△）

273,693 △67,599

減価償却費 193,574 180,317

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31 △12,426

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,663 △576

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,585 2,106

受取利息及び受取配当金 △2,592 △2,410

支払利息 19,225 21,665

持分法による投資損益（△は益） △45,969 △30,634

固定資産除却損 10,014 -

売上債権の増減額（△は増加） △30,441 75,312

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,109 9,781

未収入金の増減額（△は増加） △12,511 △14,247

未収消費税等の増減額（△は増加） △8,046 113,834

仕入債務の増減額（△は減少） 12,948 △30,168

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △73,355 △65,710

未払消費税等の増減額（△は減少） △38,713 54,328

その他 △11,929 △13,046

小計 274,677 220,525

利息及び配当金の受取額 46,399 18,926

利息の支払額 △19,223 △22,262

法人税等の支払額 △100,122 △14,771

法人税等の還付額 - 50,697

営業活動によるキャッシュ・フロー 201,731 253,114

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △200,000 -

定期預金の払戻による収入 200,000 -

有形固定資産の取得による支出 △508,692 △112,811

有形固定資産の除却による支出 △9,348 -

無形固定資産の取得による支出 △171 △3,740

敷金及び保証金の差入による支出 △42 -

敷金及び保証金の回収による収入 122 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △518,132 △116,551

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 500,000 600,000

短期借入金の返済による支出 △500,000 △300,000

長期借入金の返済による支出 △75,000 △75,000

社債の発行による収入 - 97,074

リース債務の返済による支出 △23,369 △24,524

配当金の支払額 △120,457 △51,098

その他 △1,000 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △219,827 246,451

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25,223 39,857

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △561,451 422,871

現金及び現金同等物の期首残高 2,949,267 2,486,185

現金及び現金同等物の中間期末残高 2,387,815 2,909,057
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法により計算した金額を計上しております。
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（セグメント情報等の注記）

前中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額

(注)１

中間連結

損益計算書

計上額(注)２組織培養事業 微生物事業 細胞加工事業 計

売上高

外部顧客との契約から

生じる収益
1,281,800 686,263 536,415 2,504,480 － 2,504,480

外部顧客への売上高 1,281,800 686,263 536,415 2,504,480 － 2,504,480

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 1,281,800 686,263 536,415 2,504,480 － 2,504,480

セグメント利益又は

損失（△）
501,303 △36,186 75,576 540,693 △283,040 257,653

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△283,040千円は、各報告セグメントへ配分していない全社費用で

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当中間連結会計期間（自 2026年４月１日 至 2026年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額

(注)１

中間連結

損益計算書

計上額(注)２組織培養事業 微生物事業 細胞加工事業 計

売上高

外部顧客との契約から

生じる収益
920,154 617,582 409,577 1,947,314 － 1,947,314

外部顧客への売上高 920,154 617,582 409,577 1,947,314 － 1,947,314

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 920,154 617,582 409,577 1,947,314 － 1,947,314

セグメント利益又は

損失（△）
262,504 △31,545 △59,301 171,657 △264,569 △92,912

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△264,569千円は、各報告セグメントへ配分していない全社費用で

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。


